
三
年
ぶ
り
の
眼
蔵
会
を
終
え
て 

加
茂
法
話
会 

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日 

 

一
、
縁
起
は
行
持
な
り
、
行
持
は
縁
起
せ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
と
、
功
夫
参
學
を
審
細
に
す
べ
し
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
法
眼
蔵
「
行
持
上
」
の
巻
よ
り 

□
縁
起
は
行
持
す
る 

 
 
 
↓

 

具
体
的
に
は
、
釈
尊
が
こ
の
世
に
出
現
し
、
難
行
苦
行
さ
れ
、
世
の
中
の
有
り
よ
う
や
、
人
間
の
あ
る

べ
き
生
き
方
に
目
覚
め
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
縁
に
よ
っ
て
、
今
の
私
た
ち
の
行
持
が
あ
る
。 

         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

二
、
此
度
の
眼
蔵
会
に
参
加
さ
れ
た
梶
原
輝
寿
・
恵
都
子
御
夫
妻
。 

 
 

恵
都
子
氏
の
弟
・
山
本
悟
由
師
は
、
永
平
寺
で
同
安
居
。 

 
 

永
平
寺
で
の
呼
び
名
は
、
号
の
「
道
淳
」。 

 
 

瑞
應
寺
専
門
僧
堂
の
前
堂
頭
・
楢
崎
通
元
老
師(

今
月
二
十
五
日
に
九
十
八
歳
で
遷
化)
の
法
嗣
。 

「
定
林
寺
八
世
再
中
興
道
淳
悟
由
大
和
尚
」 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
九
日
に
遷
化 

翌
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日
、
愛
媛
県
へ
特
派
布
教
の
折
、
定
林
寺
様
を
お
参
り
し
、
恵
都
子
氏
に 

 
 

今
年
の
寺
報
と
眼
蔵
会
案
内
を
お
送
り
し
た
処
、
是
非
参
加
し
た
い
。 

 
 

六
日
～
九
日
ま
で
、
滞
在
。
七
日
、
八
日
、
九
日
の
暁
天
坐
禅
・
朝
課
に
も
参
加
さ
れ
た
。 

 
 

□
行
持
は
縁
起
せ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
と
、
功
夫
参
學
を
審
細
に
す
べ
し
。 

 
 

 
 

↓
 

 
 

自
ら
の
発
心
が
あ
っ
て
の
行
持
。 

 
 

仏
法
の
行
持
は
、
放
っ
て
お
く
だ
け
で
は
縁
起
し
な
い(

つ
な
が
ら
な
い)

、
自
ら
の
発
心
・
修
行
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
縁
起
す
る(

つ
な
が
る)

。
自
然
に
行
持
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 
 

功
夫
参
學
を
審
細
に
す
る
こ
と
が
、
大
切
で
は
な
い
か
。 

 

三
、
寒
苦
を
お
づ
る
こ
と
な
か
れ
、
寒
苦
、
い
ま
だ
人
を
や
ぶ
ら
ず
、
寒
苦
、
い
ま
だ
道
を
や
ぶ
ら
ず
。

た
だ
不
修
を
お
づ
べ
し
、
不
修
、
そ
れ
人
を
や
ぶ
り
、
道
を
や
ぶ
る
。
暑
熱
を
お
づ
る
こ
と
な
か
れ
、

暑
熱
、
い
ま
だ
人
を
や
ぶ
ら
ず
、
暑
熱
、
い
ま
だ
道
を
や
ぶ
ら
ず
。
不
修
、
よ
く
人
を
や
ぶ
り
、
道
を

や
ぶ
る
。 

 
 

 
 

 
 

正
法
眼
蔵
「
行
持
下
」
の
巻
よ
り 

 
 
 

東
龍
寺
住
職 

渡
邊
宣
昭 

合
掌 


